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柴朴湯 の 免 疫調 節効 果

田北病院 内科

O 田 北雅夫

〔目的〕柴朴湯は 従来気管支喘息に 対し て 用い らn ．
そ の有効性は確立 され て い る 。 又 そ

の 免疫調節作用vaつ い て も論じ られ て い る が 、ヒ ト に む け る そ れ は未だ 未解明 の 部分 が 多

い
。 私は柴朴湯を長期投与し 、 投与前後で の 血中 19E 、　IgGの 変動を検討した の で報告す る 。

〔方法 〕ア v ル ギ
ー疾愚症働42例va柴朴湯を

一
年以上投与し 、 投与前後 の 血 中 1911値 、lgG

値を測定しft。 柴朴湯投与前一年間及 び 投与後一年間 ス テ ロ イ ドを連用 した 群を ス テ ロ イ

ド投与群 、 前記期問中 ス テ ロ イ ドを投与し なか っ た群を ス テ ロ イ ド非投与群 と し た 。

　本剤投与前血中 IgG値が 120α吻 以上 の 群を 1gG高値群」 200  レ溜 以下 の 群を lgG低 値

群 と し た 。

〔結果 〕本剤投与 4 ケ 月後 よ リス テ ロ イ ド投与群非投与群共 に 血中π9E値 が有意 に 低下域 。

こ の 低下 は ス テ ロ イ ド投与群 で は よ り 藩明で あ り、投与 8 ケ 月 目 よ り投与群非投与群に 有

意差が 認 め られ た。
IgG 値に 関し て は ス テ ロ イ ド投与群非 投与群共 に 大 きな 変動は 認 め ら

れ な か っ だ が 、 IgG低値群に お い て は ス テ ロ イ ド投与群に 1酋 値の 増加が 認 め られ 、投与

後 8 ケ 月以後 で は ス テ ・ イ ド投与群非投与群 の間に 有意差が認 め られ た ・

〔考察 〕G｝x テ ロ イ ド六 ル モ ン 投与 に よ る 血中 1gE 値の 低下は 日常臨床上 よ く経験す る か、

＿年以上の長期連用後 の それ は ま れ な事 と考 え う る 。 又 1gE 値の 低下 に は IgG 値の 低下が

伴 う事 が 多い
。 従 っ て ス テ ロ イ ド投与群に か ける血中lgE 値 の 低下は、本 剤 とス テ ロ イ ド

ボ ル モ ン の 相互 作用 に 基づ くもの と考 k う る 。
ス テ ロ イ ド非投与群 で の 血中1窪E 値 の 低下

は ヒ 5体内分泌 に よ る ス テ ロ イ ド vT・・ル モ ン と本剤との 相互作 用 との 考え方 も出来る 。 又血

中互gG 値 に 変動が な い 点よ り免疫抑制作用 に 基 づ く とは 考え られ な い
。

  lgG 低値群 に か い て ス テ ロ イ ド投与群 の み で 血 中 IgG値 の 上昇を認 め ft辜 は 、
ス テ ロ イ

ド投与に よ る 免疫抑制作用 に 対し て阻害効果を示 した もの と考k う る e （1×2｝　t り柴朴 湯に

は 免疫調節作用 が あ る と考え うる
。

〔結語 〕  柴朴湯 の 長 期投与は 血中IgE 値を低下せ しむ る
。

こ の 低下 は ス テ 囗 イ ド永 ル モ

ン との 相互作用 に基 づ くも の と推定出来る。　（2）柴朴湯は ス テ ロ イ ド連用に よ る免疫抑制

作用 を阻害す る と考え うる
。
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